
2016年5月12日：距離分解能1km 2016年5月12日：AMSR2距離分解能50㎞

この微細な水の
動きは観測でき
ない

解像度の限界
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◎距離分解能の向上：50㎞→20㎞以内（要求分解能）
①大型アンテナの搭載
②マイクロ波合成開口アンテナの開発

◎期待される貢献度
①燃油の節約（漁家経営の安定）

②食料の安定供給（食料安全保障）

③マイワシ漁場（100㎞以内）
沿岸域に漁場形成（現在資源急増）

開発課題（2）



NOAA衛星直接
受信システム

データの
処理解析

高精度の水温図

JAXA衛星センター

しずくGCOM-W
センサAMSR2

漁業情報サー
ビスセンター

専用回線

インターネット

漁船および漁業関係者

試験研究機関
現場の水温
データ

体系図



(3)成果（評価）
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2007年 2010年 2015年
平成19年 平成22年 平成27年

 ｻﾝﾏ棒受網 50 117 154
 ｻｹﾏｽ流し網 48 48
 ｻﾝﾏ刺網 6 17
 ｶｼﾞｷ流し網 8 15
 ｶﾂｵ竿釣 6 22 65
 まき網 29 41
 イカ釣り 7 65 85
 ﾏｸﾞﾛ延縄 39 195
 定置網 2 2
 ﾓｼﾞｬｺ漁 6 3
 その他はえ縄 6
 その他漁業 3 11
 調査船 3 10
　その他（漁協など） 18 3

合計 63 366 655
（※2015年6月現在）

パソコン情報サービス（エビスくん）の利用状況



近海カツオ釣り 近海マグロ延縄 サンマ棒受網 中型イカ釣り 大中型まき網 合計

役立つ １７ ２２ ５３ ３４ ９ １３５（９０％）

役立たない ０ ２ ０ ０ ０ ２（１％）

無回答 ２ １ ４ １ ５ １３（９％）

回答数計 １９ ２５ ５７ ３５ １４ １５０（１００％）

漁場探索の効率化

〇漁場探索に役立つか？

（注）平成２７年「エビスくん」利用漁船アンケート調査結果（回答数１５０隻）
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16.1％

(このお陰で)



内閣総理大臣賞を受賞


